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諸外国の助産師が行う経腹超音波検査の

実施に関する文献レビュー
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抄録

わが国では，院内助産所および助産師外来の股倣数は年々増加しており， これに伴い，妊婦健

診で助産師が超音波検査を行う機会も地加していくことが予測される。そこで本研究では，文献

レビューによって，賭外国の助産師が行う超音波検査の実施の現状を明らかにすることを目的と
する。

アメリカ． オーストラリア，北欧を含むヨーロッパ賭国を選び, PubMedのデータベースを用

いて英龍瞼文の検索を行い, 18綱の英踊鎗文を抽出した。

アメリカ，スウェーデン， ノルウェー． フィンランド． イギリス，アイルランド， フランスで

は助産師が妊蝸健診において超音波検査を実施していることが明らかとなった。アメリカでは

エンターテイメントとして超音波検査を使用することを鯉めない勧告がでていることが特徴で

ある。スウェーデンではスクリーニングとしての超音波検査の約96％を．助産師が行っている。

また， ノルウェーとアメリカの文献には助産師が超音波検査を実施するための教育制度について

明配されていた。ノルウェーでは大学院での超音波検査の教育制度が確立しており．アメリカで

は大学のカリキュラムの中に導入され始めていた。

このように助産師による超音波検査の実施，教育などは国により多様性がみられた。
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日本における超音波の医学的応用は1950年頃

から本格化し, 1970年代になると早期妊娘診断

の方法として一般的に病院や診療所において導入

きれることとなった')。現在では．超音波検査を

用いた妊姻健康診査はおもに産科医により実施
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